
リスク評価の見直しと監査計画
策定の革新を当社プロフェショ
ナルが強力にサポート

プロティビティは、監査対象領域の再設計、 
動的リスク評価アプローチの開発、監査体
制の分析を支援します。

当社のプロフェッショナルは、深い専門知識
と業界特有の洞察力を駆使して、監査計画
が貴社の目的とリスクプロファイルに合致す
るよう支援します。

監査対象領域、
リスク評価、
監査計画の策定

当社にできること

プロティビティは、以下のように幅広いアドバイザリー
サービスを提供しています。

•監査対象領域の見直し・再設計
•リスク評価の再設計
•監査計画の策定・再設計
•監査対応力分析
•高度な分析を用いた継続的モニタリングプログラム
の設計

業界をリードするプラクティス、イノベーション、テクノ ロ
ジーを駆使し、監査対象領域と組織のリスクプロファイ
ルと整合した、効果的な監査計画の策定を支援します。

業界のベストプラクティスや同業他社のベン
チマーキングを活用し、組織の事業部門や
製品・サービスと監査対象領域を整合させ
ることにより、組織の監査対象領域のカバ
レッジを評価します。

リスク評価の取り組みを改善し、リスク要因
と 潜在的な機会に関する適切な洞察を得る
ことで、情報に基づいた意思決定を支援し
ます。これには、アシュアランス提供プロセス
との連携を通じて、判断規準や重要性の評
価を合理化する機会を特定することも含ま
れます。

監査計画に照らして、現在および将来的な
監査部門の対応力、スキルセット、地理的カ
バレッジ、および監査時期に係るニーズへの
対応力が十分かを評価します。

組織横断的なリスクやグループ企業も含め
て監査対象領域を適切に含めていることを 
明確に示した監査計画を策定します。

継続的なリスク評価を促進するために、テク
ノロジーとイノベーションを活用した継続的
モニタリングの視点を最適化します。

当社ソリューションの詳細は
こちらからご覧ください。
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プロティビティ
について

プロティビティは、企業のリーダーが自信をもって未来に立ち向かうために、高い専門性と客観性のある洞察力や、お客様ごとに的確なアプローチを提供し、ゆるぎない最善の連携を
約束するグローバルコンサルティングファームです。25ヶ国、85を超える拠点で、プロティビティとそのメンバーファームはクライアントに、ガバナンス、リスク、内部監査、経理財務、テクノロジー、
デジタル、オペレーション、人材・組織、データ分析におけるコンサルティングサービスを提供しています。プロティビティは、米国フォーチュン誌の2023年働きがいのある会社ベスト100に
選出され、Fortune 100の80％以上、Fortune 500の約80％の企業にサービスを提供しています。また、成長著しい中小企業や、上場を目指している企業、政府機関等も支援しています。
プロティビティは、1948年に設立され現在S&P500の一社であるRobert Half （RHI）の100％子会社です。

動的リスク評価アプローチは、新たに発生するリスクに適応で
きるように設計され、重要なリスクを積極的に測定し、予測しま
す。 プロティビティは、企業や組織の皆様と協力して、以下の活
動を支援します。
1. 変化するリスクの傾向をリアルタイムで把握する
2. リスクを定量的に測定し、優先順位付けを行う
3. アシュアランス範囲を最も効果的に適用する

継続的モニタリングとは、監査対象の業務プロ
セスが望ましいレベルの有効性や効率性のも
とで実行されているかどうかを判断するため
に、業務プロセスをリアルタイムでレビューする
ことです。継続的モニタリングには、アラート・報
告の実施と継続的監査の両方が含まれます。
継続的モニタリングは新しい概念ではありませ
んが、プロティビティは、同業他社のベンチマー
クや、新しいテクノロジー、データ、革新的な考え
方を通して、組織がその潜在的な能力を最大限
に発揮する機会を特定できるよう支援します。

監査体制の分析では、グループ組織、組織が活動する地域、組織が直面するリスク
のカバレッジの十分性と柔軟性を評価する必要があります。監査チームとサポート
チームの構成、規模、ロケーションは、十分なカバレッジをサポートするものでなけれ
ばなりません。柔軟なリソースモデルを活用して、求められるスキルや能力を利用することが有用です。
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